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日 本 産 ア ナ ゴ 科 魚類 の 研究 mM. 
ミナ ミ デ ナ ゴ 属 Japonoconger new genus と その 近 緑 属 


潜 野 ff FA 
Be BB KF BS T BB ok BE SE E 


TART 33 年 6 月 日 受領 


Jordan と Hubbs ("25) は 日 本 産 ア ナ ゴ 科 魚類 の 分 類 学 的 研究 に あい T, ギン アナ ゴ 属 Rhychocymba ( 模 
DAE Leptocephaius nystromi Jordan and Snyder) と キツ ネ ア ナ ゴ 属 Rhynchoconger (模式 竹 L. ectenu- 
rus Jordan and Richardson) を 創設 し た 。 その後 Wade (46) は と れ ら 両 属 の 間 属 的 相 筐 が 落 弱 で ある 
と し て 。 答 者 を 前 者 の 異名 と し を 。 ま た , Matsubara と Ochiai C51) は Parr (32) に し た が つて Rhyn- 
chocymba を Ariosoma* の 異名 と し た 。 と の 研究 に お いて , AUR AIH ORE + REO PERS A. nystroms 
nystromi WEIS, あら た に | BARRA A. nystromi xenica と 1 新種 A. sivicola を 追加 報告 し て , KEE 
ギン アナ ゴ 民 魚類 を .2 種 ・2 亜 種 ヒ 総括 し た 。 し か し , Arisoma で は 上 層 の 縁辺 が 上 方 に 反転 し て 遊 見 組 を 
形成 し , Rhynchocymba と 明雄 KC 区 別 出来 る と と か ら (Reid °34; Wade "46),. 松 原 C55) REKREO る も の に 
つい て Rhyncocymba を 再 用 し た 。 委 者 は と れ ら の 種類 選 つ いて 内 外 諸 形質 を 詳細 KK 比較 検討 し た 結果 。 ギ 
ンプ アナゴ 。 ニセ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン アナ ゴ に は Rhychocymba を 適用 し , キツ ウネ アナ ゴ に は な は Rhyn- 
choconger を 再 用 すべ き で ある と と , また ミナ ミア デ ナ ゴ は と れ ら の 属 の いずれ に る 合 め 得 な い 多 く の 特 性 を 
HA THEO, と れ に は 1 PR Japonoconger を 設け る の が 妥当 で ある ょ の 結論 達し た 。 本 久 で は と の 
新 属 の 特性 を 記載 し, あ わせ て ギン アナ ゴ 属 よび キツ ネ ア ナ デ ご 属 と の 相 異 形質 に も 論 太 し た 。 

本 稿 を 進め る に あ た り , 指導 と 校 問 を 得 寺 松 原 喜 代 松 教授 を ならび に 有益 な 助 詩 を され た 落合 明 講 師 に 感謝 
する 。 

IFS IPFA Fn new geuns の 記載 Arisoma sivicola Matsubara and Ochiai) 

記載 : FERRI BUS + ARR LO ADR, 前 者 は 後者 の や よそ CE, 尾部 は 次 第 村 細 く な る が , 
WBR CAH TCH A. PERS OBES Lv HEF OIE D, ROR OBE CHET b., Bee 
CRI, BL ABL Ca, LAID PRE ORV ICDS Eha, REaweOR Es 245. . 
WOU AMO BIC SAMO 1 MRSS, ABTA CUO FRITICBS ¢ . GRILLS 
裂孔 状 で 眼 の 前 考 に 開く 。 上 暦 の 縁辺 に は 溝 な く , $ ELICE CHERRY, 辱 身 の 崩 の 下 縁 か ら 
2~3 個 の 崩 質 突起 が 出 て いる 。 口 裂 は 中 誠 大 で , その 後 瑞 は 眼 の も よそ 中 央 下 に 達する 。 歯 は お お なむ われ に 
ぶ い 小 円 鑑 状 を 呈す る 。 前 上 額 辿 。 主 上 顕 骨 お よび 欠 骨 の 歯 帯 は それ ぞ れ 小 溝 に よ つ て 分 離さ れ て いる 。 前 
上 許 衣 の 歯 せ 日 を 義 じ た 場合 , わ ず か に 口外 に 赴 出 する 。 左右 の 上 咽頭 凡 は それ ぞ れ 前 後 の 2 骨 板 か ら な り , 
OTRE SIE OHET S 。 下 咽頭 号 は 左右 それ ぞ れ 1 骨 板 か ら な り , EGS RRO DSH 
お われ る 。 頭 部 感覚 管 の 感覚 孔 数 は 適度 に 発達 し , Wibo HRICMO CHESTER AIC 5 個 。 上 
RS 人 

管 に 3 個 , お よび 後頭 部 頂 に 1 個 そ れ ぞ れ 開 く 。 

側線 鱗 は 退化 型 で , BEKO TL ORED AO: Lh VAM HK OME REC Ah 5. HER & 
(52~54 個 ) (ARBRE See (106~111 個 ) より お よそ 60 HDA, Sit HOBRMOGE Kv ぁ 後 方 か ら 始 
まる た め , 気 導管 が 著しく 長い 。 

記 の 記載 は 373.0~565.8 mm の 9 尾 の 副 模 式 標 本 ORAS KAA MLO, 


* Matsubara と Ochiai (’ al) の 2 は Ariosoma の 誤植 と 思わ れる 。 
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考 察 
前 記 の ミナ ミナ プ ナ ゴ 属 の 模式 種 ミ ナミ アナ ゴブ を , ギン アナ ゴブ 。 ニモ ギン アナ ゴ , ヒメ ギン シブ プ ナ ゴ (と れ ら 
3 者 は ギン アナ ゴ 属 ), お 上 よび キ ツネ アナ ゴ (キツ ッ ネ アナ ゴ 属 ) と 諸 形 質 に つい て 比較 考察 する と, それ ぞ 
れ 次 の よら な 相 異 が み ら れ る 。 ーー 
1. 背骨 始 部 の 位置 : と の 形質 は 同一 種 内 で も 個体 変 典 が か かなり 大 きら が , 一 般 選 キツネ アナ ゴ と ミナ ミ 
アナ ゴ で は , 背 鱗 は ほ 諾 胸 鱗 基 族 上 ある に は それ より 前 方 か ら 始 まる 。 こ と れ に 対し , ギン アナ ゴ 属 の 3 者 で 
は 背 餅 は いずれ も 用 館 基 底 よ り 後 上 方 か ら 始 まる 。 
2. BELHAR, 主 上 顎 号 お よび 鈴 号 の 歯 帯 (第 1 
図 ): Jordan と Hubbs (25 は ギレ アナ ゴ 属 と キツ 
ネ ア ナ ゴ 許 の 創設 に あたり , LES LUST OM 
常 の 接続 状態 を 分 類 形 質 と し て 重視 し て いる よう で 
ある 。 と の 形質 区 関し て , “ギン アナ ゴ 属 で は 前 上 
SP a See k Oe Da, また 前 者 は 
左右 の 主 上 額 骨 歯 瑞 が 幅広 く 相談 し て いる た め に 後 
考 か ら 離 れ て に いる” の に 対し て , “キッ ネ ア ナ ゴ 属 
CHALE OWT LOKE SC, また 両者 っ 
(SES CAEL C420, HHOE LEM HO 
前 端 は 広く 相 離 れ て いる" と と を も つて , と れ ら 2 
属 を 分 見 し た 。 し か し 。 Wade (46) や Matsubara 


と Ochiai (51) が 指摘 し た よら 区 ギン アナ ゴ 属 Fig. 1 The outline of the patch of teeth on 
© upper jaw and vomer in Khynchocymba nys- 


Eiio T OAL BARS HO a & ABE TS 7c D tromi nystromi (A), of nystromi ginanago (B), 
E Lona J aa R. nystromi xenica (G), Rhynchoconger ecte- 
T AOR ERR ERONAT S. さ aura (D) and Japonoconger sivicola (EB). MB, 
ら に , Matsubara と Ochiai (hy 77 TORI maxillary band; PM, premaxillary patch; VB, 


vomerine band. Scales each indicates 5mm. 


が 個体 に よ つ て その 幅 や 長 さ に か な り の 変異 を し め 
す と と を みとめ , 鱗 体 の 大 き さ が と の 変異 を ゃ た ら す と と を 推測 し た 。 筆 者 の 観察 で は ギン アナ ゴ , ニセ ギ 
ン ア ナ ゴ お よび ヒメ ギン アナ ゴ (第 1 E A~) で は , WERPEN 
PWR ELLE BERAAIRHRO2 EE 12H SD, + 
ツネ アナ ゴ (第 2 D) CoprrhetRo hi LAa Bik + Me Cc, 
ELSES 1/3~1/4 Cti CTF A., し か し , th bom 
類 で は , 上 記 の よら うに 前 上 顕 辿 。 ELEBHs LUMPOSMPATHEH 
相 接 し て いる 。 一方, ミナ ミア ナビ (第 1 図 B) で は 。 WEAR, EA 
骨 お よび 狂 辿 の 各 歯 帯 は それ ぞ れ 明瞭 な 開 際 に よ つ て 相 分 区 し で て いる の 
で , 前 記 の 種類 と 明 槍 区別 され る 。 以 上 の 事実 み ら で も と れ ら 5 者 を 同 。 
一 属 に 含め が た を たい 。 
3. EARME (Œ 2 図 ): ミ ナミ アナ ゴ の 上 咽頭 営 は 左右 それ ぞ れ 
HME Ch bE 2 BRA bY, し た が つて と の 連 板 に 密生 する 小 円 鑑 柴 も 
_ Eig.2 The outline of the left 左右 それ ぞ れ 2 歯 帯 に わか れ て いる (第 2 BE) 本 邦 産 アナ ゴマ 科 魚類 に 
Ne EP DCF つい て の 筆者 の 観察 で は , 上 咽頭 畳 お よび その 歯 区 の と の よう を 形態 は マ 
cymbanystorminystormi(A), アナ ゴ 。 クロ アナ ゴ (キサ アナ ゴ に つい て は 観察 し て いらない が , と の 種類 
R. nystormi ginanago(B), R. 
nystormi zenica (C), Rhyn で も 恐らく 同様 で ある と 思わ れる ) OTTELEE Až Le, 
CE)、 これら の 種類 で は 前 の 肖 板 は 後方 の それ に くら べ て 著しく 小さ い の 計 
Scales each indicate I mm. し , ミ ナミ アナ ゴ で は 前 方 の 骨 板 も か な り 大 きく ,。 後方 の それ より わずか 
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に 小 ぎ い 程度 で ある 。 ギ ンプ アナゴ 。 ニセ ギン アナ コ 。 ヒメ ギン アテ ナゼ お よび キッ ネ ア ナ ゴマ で は 。 ERR 
者 いずれ も ゃ 左右 1 骨 板 か ら な り , St/AA | 歯 帯 を な し て 密生 し て いら る 。 し か も と れ ら の 種類 の 間 
に は 著しい 相 異 は み ら れ な い 。 しかし, 前 3 者 で は 前 後に 長柄 円 珍 の 骨 板 上 に ほぼ 同形 の 小 円 鑑 函 が 一 様 
SO で ioc Tc STC に 鶴 生 し て いる の に 対し て (第 2 N A~O), キッ ネ ア チ ゴゴ ざ で は 内 側 縁 辺 
a Li は わずか に 大 き な 円 鑑 歯 で 。 他 の 部 分 は 著しく 小さ 円 鑑 落 で それぞれ お 

お われ て いる の で (第 2 図 D), 両者 は 区 別 さ れ よ う 。 

4 頭 部 感覚 孔 数 (第 3 図 ): 7S RRM ORE, iib 
MRO LBRO Cs SAR EERE, EEO AS bIRO PA tM 6 ROE 
PICO CHOIR TREHS, THEE? ESTARS, ME Tete 
One aS, 頭 部 背面 で 両側 線 冶 部 を 連結 する 感覚 管 (supratemporal 

- commissure) お よび 体 軸 に 沿 つ て 械 耳 叶 を つら ぬく 感覚 管 (temporal canal) 
な どか ら な る 。 こ て これら の 5 ちち , RBORAEL OZ ¢ BRR IC 
開く 感覚 孔 を 具 え ,. その 可視 孔 数 は 筆者 の 鋭 察し た 範囲 で は 旋 に よ つ て 医 
ぼ 一 定 の よら で ある 。 ギ ン ア ナ ゴ 。 ニセ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン プア ナー 
で は 感覚 孔 は よく 発達 し , 眼 上 部 管 に 6 個 , IR FAK 7 個 , FR ic 
7 個 , 前 鯉 装 骨 管 に 3 個 お よび 後頭 部 頂 に 1 個 そ れ ぞ れ 開 く (第 3 BY A), 

と れ に 対し , キツ ネ ア ナ ゴ で は それ ぞ れ 3 個 。 5 個 , 6 個 , 3 fee kool 

Fig. 3 The outline of the left M (B 3 R B} また ミナ ミア ナ ゴ で は 5 個 。 5 個 , 7 個 , 3 個 お よび 

side of the cephalic sensory 1 個 の 感覚 孔 を 前 記 の 順 の 感覚 管 低 そ れ ぞ れ 開 く (第 3 図 O) 
canai system, especia show- 
ing the arrengement of pores 5 MIES (第 4 図 ): 日 本 産 ア ナー 科 急 類 の 側 株 鱗 は 形態 史 と ぉ よそ 
in Rhynchococyma nystromi > , sax ric ーー に 
poston (A), RI nho onse 3 つの 型 に わ おけ られ る (浅野 "55)。 すなわち, ゴ テ ン ア ナ ゴ に ヒ に よ つ て 代表 
ecutenura RU denen され る 原始 形 と 思わ れる 型 ( ゴ テ ン ア ナ TH), アイ アナ ゴ に よ つ て 代表 
iC Ca MC, mar, きれ る も つと ゃ 退化 的 と 思わ れる 凶 (アオ アテ ナマ 型 ) あび が と の 両 弄 の 中 
dibular canal; POG, pre- 間 型 と 思わ れる クロ アナ ゴー に よ つ て 代表 され る 型 (タロ アナ TH) の 3 型 
opercular canal : SOG, supra- 
_ orbital canal: STC, supra- で ある 。 ギン ア ナ ゴ 。 ニセ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン アナ ゴ の 側線 鱗 は ク 
pi canal Seale cach, ロブ ナブ ゴ 型 に 属す る 。 と れ ら の 3 者 は いずれ も 鱗 体 中 央 部 の 小 孔 の 古 右 に 
indicates 10mm. - - 深 の 欠 刻 が み ら れ る が , 鱗 休 の 背 腹 両 側 の 外縁 部 は ヒメ ギン アナ ー で は 数 
Far 


A 


Q 


Š 
E 
ZA 


yi 


Fig. 4 The outline of the lateral line scale 
taken. from the right side. of the body cor- 
- responding tip of the pectoral fin. A. Rhyn- 


Fig. 5 The outside view of the right side 


chocymba nystromi ginanago (viewed from . of the preobital bone in Rhynchosymba 
outside); B, R. nystromi zenica ; C. Rhyn- nystromi nystromi (A), R. nystromi ze- 
choconger ` ectenura; D, Japrnoconger si- nica (B), Rhynchoconge ectenura (G) 
ricola (those -viewed from inside), The and Japonoconger sivicola (D). The 


doted part in each scale shows the portion +. `; 
“which is well dyned by alizarine red, and ` ` doted part in fgres shows the portion 


a pore on the mid-portion is a passage which is well dyned by alizarine red. 
penetrated by a branch of the lateral line - Scales each indicates 5 mm. . 
-nerves Scales eaca incicates 1 mm. 
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個 の 窓 に な り (第 4 図 B)) Fv Fe AEA Y TF ACRA (第 4 図 4)。 キ ツネ アナ ゴ の 
側線 も タロ アナ ゴ 型 に 属す る が ,。 と の 類 で は 鱗 体 の 中 央 部 小 孔 の 左右 で 深 の 欠 鹿 に よ つ て 2 分 きれ を た 背 風 両 
Shinni | 対 の 大 き な 窓 と な る (第 4 図 〇 )。 と れ に 対し て ミナ ミア ナ ゴ の 側線 鱗 は アイ アナ ォ ゴ 型 
T, 鱗 体 の 背 腹 両側 の 縁辺 部 が それ ぞ れ 細長 数 本 の 綿 手 状 突起 に わか れる (第 4 D) 

6. 上 上唇 の 折り 返 え し お よび 眼前 骨 (第 5 図 ) ギン アナ ゴ , ニモ セ ギン アナ ゴブ お よび ヒメ ギン アナ ゴ の 上 
BORLA L く 狭 い 】 遊 苑 縁 を 形成 する みか, Dath LARRIES., と の 形質 は Reid (34) cho 
て 新しく 分 類 形質 と し て 用 いら れ た が, Wade (46) は ギン アナ ゴ 必 を “上 居 の 縁辺 に は 上 方 反転 し た l 
遊離 縁 か な ない" BCA, Lael, と の よら な 形質 を も つづ 種類 (例え ば ヒモ アナ ゴ 属 。 ツマ グロ アナ ゴ 黒 
お 上 よび テイ アナ ゴ 属 など 属す る 種類 で , に ずれ る も 本 邦 に も 産 す る ) LERRET SL, 前 記 の 3 者 は と れ 
ら の 種類 と 容易 識別 され る 。 一 方 ,。 キツ ネ ア ナ ゴ と ミナ ミア プ ナ ゴ に は 遊離 緑 も 藻 $ も み ら れ な い 。 

tk, と れ ら の 種類 は Red の 蓋 う “大 管 の 下 縁 み ら 胃 綿 突 起 を 出し て いる ”” 群 に 許す る な, CORR 
突起 は 良 前 月 か ら の 笑 出 部 で ある 。 解剖 の 結果 に よる と ギン アオ ナ ゴ , ニセ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン アナ ゴ 
で は , RERE 2 連 互 に わか れ て いる (第 5 図 AB)。 筆者 の 観察 し た 限り で は 他 の アナ ゴ 類 の 眼 
前 骨 は , その 中 央 部 に 深い 欠 刻 が あつ て も ゃ 骨 片 に わか れ て いな い 。 ーー 

7. KC: 硝 槍 骨 を 瞬 権 過 と 尾 槍 骨 に わけ て 計測 する と , ギン アテ アナゴ で は 35~-41477-86= 7 ~ 
124, ニセ ギン プ ナ ゴ で は 43-46481~88=126~134, ヒメ ギン アナ ゴ で は 53~57+95~101 == 151 ~157 
で , いずれ も 外 槍 辿 数 は 尾 稚 骨 数 より お エ 上 そ 40 個 少な た い 。 ミ ナミ アナ ゴ で は 52~544 106~111 = 159~164 
キツ ネ ア ナ ゴ で は 4~434113~119=155~159 で , 腹 槍 骨 数 は 慣 稚 骨 数 より 前 者 で は お よそ 60 個 , 後者 
で は お よそ 70 個 そ れ ぞ れ 少 な いら 。 — ー 

上 記 の 諸 形 質 に つい て の 考察 みか ら , ミナ ミア ナ ゴ は 季 の 種類 か ら 明 瞭 に 区 別 き され る 。 ま た, キツ ネ ア ナ ゴ 
と ギン アナ ゴブ 。 ニモ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン アナ ご ゴ と の 間 に も か な り 著 し い 相 異 が み ら れ る 。 とれ ら の と 
と か ら , 本 邦 産 の も ゃ の に つい て は , ギン アナ ゴ , ニモ ギン アナ ゴ お よび ヒメ ギン アナゴ に は ギン アナ ゴブ 属 を 
適用 し 。 キツ ネ ア ナ ゴブ に は キツ ネ ア ナ ゴ 属 を 再 用 し , ま を ミナ ミア ナ ゴ に は 新しく ミナ ミア ナ ゴ 属 を 設け る 
の が 妥当 と 思わ れる 。 
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Résumé 


Studies on the Congrid Eels ot Japan 
UWI. Description of a New Genus Japonoconger Typed by Arisoma sivicola 
Matsubara and Ochiai, with Consideration. to the Related Genera 


Hirotoshi ASANO 
Department of Fisheries, Faculty of Agriculture, Kyoto University 


The genera Rhynchocymba and Rhynchoconger were both erected by Jordan and Hubbs.{’25), in 


their taxonomic study on the Japanese congrid eels. Parr ("32) questioned the validity of those genera, 
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and provisionally placed them in synonymes of the older genus Ariosoma. In their revisional study on 
the Japanese species, Matsubara and ochiai (751) agreed to this opinion, and they referred two subspecies 
and two species to it, viz., Ariosoma nystromi nystromi, A. nystromi xenica, A. ectenura and A. siui- 
cola, the first one of which was reduced to subspecific rank of Rhynchocymba nystromi, and the second 
and the last were newly established by them. On the other hand, Wade (746), discussing- several cha- 
racters of the threé genera desclibed above, recognized Rhynchocymba as a distinct genus. His investi- 
gation, however, indicated that the genus Rhynchoconger should be considered as a amona of the 
genus Rhynchocymba. This conception was accepted by Matsubara (’55). 

In the present paper, the author has re-examined the Japanese species referred to the above-men- 
tioned genera in order to clarify the status of those genera. Upon carefully investigations of the origin 
of dorsal fin, dentition on upper jaw, vomer and upper pharyngeal bone, sensory pores on head, lateral 
line scales, labial flange, preorbital bone and vertebrane, the author has come to the following con- 
“clusion : - d : : 

i. The genus Rhychocymba Jordan and Hubbs comprises 3 formes, R. zystromi nystromi (Jordan 
and Hubbs), R. mystromi ginanago Asano and R. nystromi xenica (Matsubara and Ochiai), so far as 
the Japanese species are concerned. 

2. The genus Rhynchoconger Jordan and Hubbs in here again accepted as a valid one for the 
type species Rhynchoconger ectenura (Jordan and Richardson). 

3. A new genus Japonoconger is proposed here, with J. sivicola (Matsubara. and Ochiai} as 


genotype. 


Japonoconger new genus 


Genotype: Arisoma sivicola Matsubara and Ochiai 


Description: Upper jaw well projected in front of tip of lower jaw when mouth is clossed. Bye 
rather small, about half length of snout in diameter. A longitudinal fleshy keel runs along the midline 
on lower surface of tip of snout. Upper lip without upturned free flange. Inferior edge of labial canal 
with 2 or 3 bony projections. Cephalic sensory pores moderate in number; 5 on supraorbital canal 5 on 
infraorbital: canal, 7 on mandibular canal, 3 on preopercular canal and.} on supratemporal commissure at 
the top of head. Tail usually more than twice as long as the lest of the body. Teeth mostly small, conical 
in shape, but especially blunt on vomer. Bands of teeth on premaxillary, maxillary and vomer separated 
each other by an interspace. Premaxillary teeth slightly exposed on lower surface of lip of snout when 
mouth is closed. Upper pharyngeal consists of two bony plates, the anterior one of which is a little smaller 

` than the posterior one. Structure of lateral line scales referable to Uroconger-type. Abdominal vertebrae 
about 50 fewer than caudal one. Air bladder normal in shape, but the anterior tip begins far back- 
ward from posterior end of stomach. Consequently, pneumatic duct remarkably. elongated. 

Remarks : The present new genus resembles Rhynchocymba and Rhynchoconger, but those features 
given in the following key may cnable'us to distinguish it from the other two genera: 
la. Dorsal fin begins vertically a little behind base of pectoral. Dentition of upper jaw and vomer 

connected with each other. Upper pharyngeal bone made of a single bony piares Lateral line 

_. stale referable to Conper-type. ae 
2a. Patch of teeth on premaxillary much: smaller than that on vomer (Fig. 1, A-G). Cephalic pores 
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moderate in number, about 24 in total on one side of head including ! placed on top of occipital 
region. Abdominal vertebrae about 40 fewer than caudal ones ................ . ano Rhynchecymba 
2b. Patch of teeth on premaxillary more or Jess larger than that on vomer (Fig. 1, D). Gephalic 
pores rather fewer than those of Rhynchocymba, about 18 in total on one side of head including 


l on top of occipital region. Abdominal vertebrae about 60 fewer than caudal ones 


Lea ete iad aoe thal dL Nt dt oh fe 2 と COCO72 ジ と 
Dorsal fin inserted vertical through base of pectral or little ahead. Dentition of upper jaw and 


vomer separated from each other by an interspace (Fig. 1, E). Upper pharyngeal bone divided 
in two bony plates (Fig. 2, E). Lateral line scale referable to Uroconger-type in its structure 


Be E E yr e taco E AEE E RN Japonoconger 
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